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ごち網に関する研究－１

網の動態について

肥後伸夫・不破茂・今井健彦＊

StudiesonGochiNet-I

OntheMovingpatternoftheNet

NobioHIGo,ShigeruFuwAandTakehikolMAI

Abstract

ThefishingmethodoftheGochiNetfisheryconsistsinscoopingupthefishschoolgrouping
aboveareef

Theamountofthefishcaughtbythisnetdependsuponthefbllowingitems：

Jthedistancebetweenthepointatwhichthenetbecomesdetachedfromtheseabottomand

thepointwhereareefissituated・ルtheheightofthenetwhichisbeingpassedabovethereef

Themovmgpatternofthenetwasanalyzedtheoriticallyintothefbllowingequation：
●

ノー(〃+")烏へ/(半十')風-’
Intheaboveル'heightofthereef(、）

TtensionofthetowingropeattheStern(kg）

”weightofthetowingropeinwater(kg/、）

Ｄｄｅｐｔｈ(、）

”,Ｄ,〃ａｒｅｔｈｅｋｎｏｗｎｖａｌｕｅｓ

Ｔｉｓｔｈｅｖａｌｕｅｗｈichistobeascertainedastheresultoffishingexecuted･
ノカisthevaluewhichistobeobtainedfromtherecordontheEcho-sounder・

Accordingly，usingsuchｎｅｔａｎｄｔｏｗｉｎｇｒｏｐｅａｓｄｒａｗｎｉｎＦｉ9.4．Weexecutedthefishing

inthefishingground,２８ｍdeep;withtheascertainmentofthevalueｏｆ(j),showing(9.4ｍ)．

Asafhrtherstudy,usingmodelexperimentalnet，thevariationofthenetshape，observable

throughtheprocesswhichbeginsatthedetachmentofthenetfromtheseabottomandendsin

itspassingabovetheree4wereputunderexaminations・
Theresultobtainedisasfbllows：

Theflsteristheshi脳ngspeeｄｏｆｔｈｅｎｅｔ,thelongerbecomesthetimenecessaryfbrthenet

todetachitselffromtheseabottom；and，theheightofthenetmouthobservableimmediately
afterthedetachmentbecomeslower,withthebreadthofthenetmouthgettingmorenarrowed，
quickly・

Ｉｎｕｓｅｏｆｒｅａｌｎｅｔ，withtheexecutionofsubmergedobservationsthefbnowingitemswere
ascertained：

Theshiftingdistanceofthenetfromthesettingpointtothedetachingｐｏｉｎｔｗａｓｎｏｔｅｄｔｏｂｅ

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear,FacultyofFisheries,Kagoshima
University,Kagoshima,Japan）
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almostequaltotheoneascertainedincaseofthemodelexperiment，ａｎｄthat，aswasnotedin

caseofmodelexperiment,thebreadthofthenetwasobservedtobecomemoreorlesswidened，

immediatelybefbrethenetwasdetachedfromtheseabottom．

緒 言

どち網の研究は，西日本海域のものでは九州の諸県の水産試験場において従来から行なわ

れており，特に漁具・漁法の面では諸計器による網の動態の計測結果が詳細に報告されてい

る')'2)'8)'4)'5)．本研究はごち網の漁具・漁法上の特徴を確立しその改良を計る目的から，そ

の漁具構造を検討すると共に，従来の研究と同じ手法による計測と模型実験によって，その

動態および漁獲機構を解析することとした．まず第１報として，ごち網の動態の基本型につ

いて検討してみる．

網の動態の基本型

どち網は主として人工魚礁や天然礁に蛸集している魚群を捕捉するためFig.１のような

動態を示す．即ち平面図でみると，礁の直前に網をおき，展開していた曳綱を船で捲きしめ

ながら曳綱と網を動かし，魚群を網の中に捕捉する．この漁具の平面的な動きは１そう曳底

Ｐｌａｎｅｖｉｅｗ

Ｓｉｄｅｖｉｅｗ

Ｎ１ Ｎ２

Ｆｉｇ、１．

Tｂｗｉ

Reef

ThefishingoperationoftheGochiNetfishery．

Ｎ,：Netpositionoftachedontheseabottom

N2：Netpositionofdetachedfromtheseabottom

Ｂｏａｔ

nｇｒｏｐｅ

Ｂｏｔｔｏｍ
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曳網に類似している．しかし側而図をみると１そう曳底曳綱と全く異なっていることがわか

る．即ち礁の直前におかれた綱は移動距離こそ非常に短いが，曳綱をある程度捲きこむと離

底し，礁上を斜上方に浮上しながら揚綱される．この漁狸機構は将に綱をワンタッチ着底さ

せた後，斜上方に掬い上げて，魚礁上の魚群を狸る形に他ならない．

ここで，投網から揚綱に至る過程の綱の動態をロ記式深さ計，’'1記式張力計（柳計器

Ｋ,Ｋ・製）および潜水観察による測定結果から検討してみる．計器測定は鹿児島県江川浜沖

で朝凪丸（4.5トン）を用い５m，潜水観察は水深２８ｍで２，実施した．Ｔａｂｌｅｌに示した

測定結果によると，綱の沈降時間：2.0～5.5分，沈降速度：0.13～0.22ｍ/sec，綱口中央高さ

は着底時：7.7～15.9ｍ，着底移動中：2.5ｍ以ド，雌底時：4.4～15.9ｍ，雌底直後：4.9～

12.2ｍ，揚綱時の曳綱捲きあげ速度：0.9,1.4ｍ/sec，船の後退速度：0.21ｍ/sec，網の浮上速

度：0.13ｍ/seｃである．綱口I:'１央高さは着底時が最も尚く，符底移動111が最も低い．しかし

離底直後の魚群を捕捉する際は，網川とその直下の沈子綱との尚さの差は再び大となる．群

水して綱１１巾を測定した結果，椅底時では19.5ｍあったものが，離底直前では２２ｍに増加

した．また網の着底時の移動距離は3.0ｍという値を得た．蒜底時の綱成りはFig.２に示

すように極めて良好で，各網部の綱目はよく開き，無型網ながら魚捕部は袋状をなしていた．

ただ，沈子方に緋着した手石の部分が大きくめくられる状態となった．離底は綱口巾の変動

のみられる直後に起こり，急速に浮上する．その時の綱の浮上方向と海底とのなす角度は極

めて小さく，約１０．前後であり，また視界内では浮上する綱の軌跡は直線状であることが観

察された．
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Table１．ResultofmeasurementoftheGochiNet

ａｌｌ、～

Numberofexperimentaloperation
ltemofthemeasurement

０
０
４
５
１

●
●
●
●
●

６
２
３
２
８

２
１

１ ２ ３ ４ ５

7.2

0.19

0.90

Fig.３．TheoperationoftheGOchiNetfromtouchedonthebottomtopassedaboveｔｈｅｒｅｅｆ

Ｌ,：Locusofthenethauling

…Ｌ２：Ｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｔｏｗｉｎｇｒｏｐｅｗｈｅｎｔｈｅｎｅtdetachedfi･ｏｍｔｈｅｓｅａｂｏｔｔｏｍ

ｌ：Distancethenetbetweenthereefwhenthenetdetachedfromtheseabottｏｍ

Ｄ：Ｄｅｐｔｈ

Ｔ：Tentionoftherope-end

Depth(、）

Timeofnetsinking(ｍin）

Netheightonbottom(、）

Timeoftowingonbottom(ｍin）

NetmouthheightjustoHbottom

（、）

Netheightjustafterofl､bottom(、）

Sinkingspeedofnet（ｍ/sec）

Haulingspeedoftowingropes

（ｍ/sec）

Backingspeedofboat(ｍ/sec）

Distanceofthebothwingends(、）

Shifltingdistanceofnetonbottom

（、）

Shiftingspeedofnetonbottom

（ｍ/sec）

Risingspeedofnetinwater(ｍ/sec）

Tensionofatowingrope(kg）
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4.9

0.19

1.42
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0.18

0.025

1２．２

０．１３
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１９．５～２２

３．０

網の離底点の推定

潮流を憩流の場合と想定し，網の離底点即ち離底点と魚礁との間隔について解析してみる．

Fig.３は１辺の長さん'の正六面体のコンクリートブロック魚礁上Ａの点を通り，斜上方に

浮上するごち網の基本型を考えた場合である．網はＮ1点で着底した後卯曳綱の捲きこみで

N2点まで移動し雛底する．この時，曳綱は図示するような曲線の形をとり，網は直線の軌

０．１３

２０～８５
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跡をとり浮上すると考える．網が離底する場合の曳綱の曲線は定常的流水に吹かれる綱の曲

線とみてよいので次式が適用される6)．

T'+(蒜)2＝ Ce器’

cos0+令sm6

Ｔは綱の接地点の張力,γは綱の単位長さに及ぼす水流の抵抗，”は綱の単位長さ当りの

水中重量，βは綱の流れに対する角度，ｃは常数である．

ここで綱はｸﾚﾓﾅﾛープとﾁｴﾝよりなっているので''>希=0とみなされるから

Ｔ＝上一型Ｚ－Ｃｓｉｎ６
ｃｏｓ６，．６（cos6)２

Ｊs＝＝一旦_SeC26.〃ｄＴ

ｗｓｉｎ６”

伽は綱の下端からｓの距離だけ離れた微少部分，ｄＴは。sの張力の増分である．

綱の接地点における流れに対する角をβ'，綱の船尾における流れに対する角を８２とする

と，

曳綱の水中部分の長さL=I:‘．÷(伽'’一伽，』）
ここで８１は接地点における水平となる角であるから８１＝０となるので，船尾における綱

の張力をＲ，水深をＤとすれば上式は

z≧黙(等十')圏-１
更に離底後の網の軌跡を考え，接地点と船尾までの距離をＺ,'，魚礁の高さを〃，魚礁上

の網の通過点の高さをｈとすると

ｈ＋ｈ'－Ｌｉ
ＤＬ１

網の離底点と魚礁との間隔を／とすれば

‘=(〃+")号cos6
ノ

Ｌ，は600ｍ以上であるのでＬ,≠Ｌ，β'は約１０ｏとなるのでＣＯＳ〃≠１とみなしてよい。

従って

I≧(川')志へ/(半十')2-Ⅱ
となる．上式の〃は音響測深儀の記録によって定まる値，Ｔは実測もしくは模型実験に

よって求められる値であるから，漁場の深さおよび曳綱の規格によりノの値は推定出来るこ
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とになる．

ここで水深２８ｍに並型魚礁があり，音響測深儀により魚礁上２ｍの高さ迄魚群の存在を

確認したとし，Fig.４のごち網漁具を用い操網する場合のＺの値を求めてみる．

んは等=1m,ﾙ'は1m,Ｔは実測より80kg,"は026kgとなるので夫々代入すれば，

Ｎｅｔ

‘=('+')０２黒２８
＝9.4ｍとなる．

へ/(-2筈塑+')２－’

Ｈｅｑｄｒｏｐｅ ｌＯ､１５ｍ

Polyetylendiq､10ｍｍ
８

ＵｐｐｅｒＢｕｎｔ

8.0ｍ 10.15ｍ
一 一

田川
1００１００

Ｎｅｔｔｉｎ９ｔｗｉｎｅ：ｎｙｌｏｎ

酋謂 年色’
４００ 1００

Ｂｕｎｔ

Ｍｅｓｈｓｉｚｅ

４３ｍｍ

Towiｎ

Lｅｑｄｒｏｐｅ

…訓四
11.9ｍ７．２ｍ １１．９ｍ

Pdyetylendiq､１０ｍｍ

【】Ｐ

L】ｄｎＳｎＩＩＦ６

１８０ｍ

Fig.４．Designoffishinggear．

BuoyQncyoffloqts：６．２ｋｇ

Ｗｅｉｇｈｔｃｆｌｅａｄｉｎｗａｔｅｒ：８．２kｇ

勺
Ｂｕｏｙ

１２０ｍ

魚礁上の網の通過点の推定

魚礁上の魚群のどこの点を狙って網を浮上通過させるかは重要な問題である．前項のノを

求める理論式ではｈとしたが，この場合は魚群の高さを魚礁上２ｈとし，その高さの１/２の

点を網の通過点とする考え方である．

鹿児島県下でごち網漁場として現在盛んに利用されているのは，川内川口沖合，江口浜沖

合等であるが，この漁場には並型魚礁が水深３２～40ｍに多く設置されている．筆者らが魚

礁調査のため，この漁場で潜水観察した結果，イサキ，ウマヅラカワハギ，メジナ等の底魚
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①
○
厘
ｍ
一
望
Ｑ

ｎ
Ｕ
《
と

が数多く蛸集しており，その有効空間の高さは魚礁上1.5～2.0ｍであることを認めた．こ

の他エソ，ベラもかなりみられたが，その有効空間の高さはかなり低く３０ｃｍ以下とみた．

この観察結果からすれば,魚礁上の網の通過点は,海底からA+"=1.5音2.0+1.0=1.75～
2.0(、）となる．

５

一
二
画
一
の
二
一
⑳
Ｚ

魚群捕捉時の網の動態

網が魚礁上を通過する際の網成りは漁獲に直接影響を与えることが考えられるので，模型

実験によりその網成りを検討してみた．

実物網はFig.４に示す．縮尺比を１/１０とし，回流水槽の槽底に網をおき，斜上方に引き

あげる実験を行なった．Fig.５はその実験の結果である．実験は曳綱の捲きあげ速度と船の

後退速度を夫々２種ずつとり，Ａ,Ｂの組合せで行ない，曳綱の捲きあげ速度の遅速と網成

りとの関係をみた．その結果，曳綱の捲きあげ速度の速いＢの場合は，Ａの場合より，離

底の時間が遅くなり，離底直後の網口高さも低くなる．また網口巾ではＢの場合がより狭

くなることが認められた．離底直後の魚群捕捉時の網成りは，捕捉前に網口高さおよび網口

巾を大きくとって拡げ，捕捉直後に急速に縮めることが望ましい．この観点に立てば，曳綱

の捲きとり速度（網速度）をＡの場合より或る程度遅くすると網成りは良くなる．いずれに

しても曳綱の捲きとり速度をうまく網成りに合わせて変える必要がある．

１０

3０

1０

both

一

Ｅ
uth
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３０ ６０

Ｅｌａｐｓｅｄｔｉｍｅ（ｓｅｃ）

Fig.５．Variationofheightsanddistance・

AHaulingspeedoftowingrope０．７１ｍ/sec

Backingspeedofboat O､３６ｍ/sec

BHaulingspeedoftowingrope0.91ｍ/sec

Backingspeedofboat O､５１ｍ/seｃ

０

height
tom
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考 察

本報では憩流時におけるごち網の動態，即ち静水中における動態の基本型について検討し

たが，実際の操業では潮流を利用して行なうため，これまで解析した網の着底点，移動距離，

離底点，魚礁上の通過点等は実際の値とかなり差のあることも考えられる．特に前に求めた

理論式は潮流の影響を考慮すれば補正が必要となろう．次回は潮流の影響を基調とする動態

について検討したい．両者の結果を比較することによって網の動態についてかなり明確な形

を把握出来よう．

曳綱の動態は平面的にみれば，１そう曳底曳網のそれに類似していることは既に述べたが，

その構成がクレモナロープとチエンを交互に配し，魚群の駆集用にオドシも装着しているの

で，１そう曳底曳網の場合とかなり異ったものとなろう．このことについても解析を試みて

みたい．

また最初に計器による網口高さと抵抗値を発表したが，これらの値を，さきに発表されて

いる北九州のごち網の値と比較すると，略一致する場合もあり，またかなり差のある場合も

ある．これは主としてごち網を操網する際の環境条件の相違によるものであろう．従って環

境条件のチェックを行なうことは，ごち網の研究を進める上で極めて重要な作業である．潜

水によって測定した網の着底時の移動距離や網口巾の値は，模型実験値と略一致したが，今

後このような実測をおりまぜることにより，魚礁位置と網の着底位置との関係をより明確に

出来るものと考える．

今後の研究の進め方として，まず網の構造，特徴を検討し，更に上述の問題点について展

開を計る計画である．

要 約

ごち網の漁法は網を着底させた後，斜上方に掬い上げて魚礁上の魚群を漁獲する形式のも

のである．網の漁獲量を左右するものは，網の離底点と魚礁間の距離のと魚礁上の網の通

過点の高さ（ん）である．

そこでごち網の動態を表わすノの値を理論的に求めると次式で表わされる．

‘=(州')赤､/(等十')圏-’
ここで〃は魚礁の高さ（、)，Ｔは船尾における曳綱の張力（kg)，”は曳綱の水中重量

(kg/、)，Ｄは水深（､）である．”,Ｄ,〃は既知量，Ｔは操業結果から求められる値，ｈは

音響測深儀の記録から求められる値である．Fig.４の網と曳綱を用い水深２８ｍの漁場で操

業した場合のＺの値を求めると9.4ｍとなる．

次ぎに模型実験によって，網の着底から網が魚礁上を通過する迄の網成りを検討した．そ

の結果，網の移動速度が速い程，離底は遅く，離底直後の網口高さは低く，網口巾は早く狭

くなることが判った．潜水観察の結果，網の移動距離は模型実験値と略一致し，また網口巾



が離底直前に多少拡がる現象を認めた．
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本研究は昭和５１年度科学研究費の受托によって実施した研究の１部である．研究調査に

当って御協力をいただいた川内市漁業協同組合，阿久根市漁業協同組合，江口漁業協同組合

の各漁協長および組合員の各位に深くお礼申し上げる次第である．
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